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デュアル・オーディオ用オペアンプ
OPA2604によるヘッドフォン・ドライブ回路

（OPA2604により、負荷に供給する出力電流を2倍に）

図1に、ヘッドフォンに代表されるようなオペアンプの
出力電流容量を越えるが、パワーオペアンプを使用する
ほどでもない負荷をドライブするための回路を示しま
す。本アプリケーションで使用するOPA2604は、デュア
ルのFET入力オペアンプで、出力では標準35mAの電流を
シンクまたはソースできます。OPA2604はデュアルのた
め、この回路は70mAをシンクまたはソースします。さら
に、各オペアンプの短絡保護電流は± 40mA(標準)である
ため、本アプリケーションの全短絡電流は標準±80mAに
なります。

デュアルOPA2604の片側A2は、デュアルのうち片側A1
の帰還ループ内にあります。A1から供給される電流I1は、
A2の出力電流I2と同じになります。負荷には全体でI1 + I2
の電流が供給されます。出力電流I1とI2の比は次のとおり
です。

I2 = I1 (R3/R4)

抵抗R 3およびR 4は出力電流が等しくなるように設定し
ます。抵抗R 1とR 2が回路の全ゲインを設定します。伝達
関数は次式で表されます。

VOUT = VIN (1 + R2/R1)

OPA2604はAC性能を向上させるように設計されたデュ
アルF E T 入力オペアンプです。極めて低い歪、低雑音、
および広帯域幅を特長としており、高品質オーディオ・
アプリケーションで優れた性能を実現します。OPA2604
はプラスチック8ピンDIPとプラスチック8ピンSOPで供給
されます。

OPA2604

ヘッドフォンは一般に40Ωから300Ωのインピーダンスを

持っています。デュアル・オペアンプ、OPA2604と4本の

抵抗を使用すれば、2.8Vのピーク信号を40Ωのヘッドフォ

ンにドライブできます。

図1. 負荷に供給する出力電流を2倍にするためのデュアルOPA2604オペアンプの回路構成
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